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岐阜県多治見市周 辺 にお ける異常高温 の 気候学的特徴
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1　 は じめに

　岐阜県多治見市は、夏季の 高温 が著しい 地 域 の
一

つ で

あ る 。 過 去の 調査
・
研究 （例えば、伊藤 ほ か 2013；吉田

2013）に よ り、多治見の 高温の 要因 と して 少なくとも以

下の 8 つ が 示唆 され て い る。すなわ ち、（1）特定の 気圧

配置、  北西／西側の 山か らの気流 （フ ェ
ー

ン を含む）、

（3）名古屋市を含む沿岸地 域か らの 熱の 輸送、（4）多治

見市 近 傍 の 山 を 吹 き 降 りる 際 に 生 じ る 小規模な フ ェ
ー

ン、（5）多治見近傍 の 山に よる多治見上空の 空気 の 滞留、

（6）多治見市の ヒ
ー

トア イ ラ ン ド （UHI）、（7）土壌の 乾

燥化、（8）多治見 ア メ ダス 地 点の 設置環境 （地表面被覆

や排熱等）で あ る。本研究で は、上 記 8 っ の 要因 に つ い

て 、観測デ
ー

タを用 い て 調査す る。

2　使 用データ

　解析 に用 い た デ
ー

タは、（1）1990−2012 年 7−8 月 に お

け る濃尾平野周辺 の 地上気象観測デ
ー

タ、気象庁地 上 天

気 図、JRA −25／JCDAS と、（2）2010−2012 年 7−8月 に 多
治見市周辺で 実施 した 独 自の 地上気象観測 の デ

ー
タで

ある。本研究 で は、晴天 日 と高温 日 （多治見の 日最高気

温 が 38．1 ℃ 以 上 の 日）を定義す る。

3 結果

・気圧 配置型

　高温 日で あ っ た 49 事例 の うち、30事例の 気圧配置型

は鯨の 尾型 （図 1a）で あ っ た。高温日に お け る鯨 の 尾

型の 出現確率 は 61．2％で あり、晴天 日に お ける出現確率

で あ る 21．0％に 比べ て 40％高 い。
・
平野 ス ケ

ー
ル の地上風

　1990−2012年 7−8月の 期問中、 高温 日で は、晴天 日 に

比べ て平野 を覆う西寄りの 風 （図 lb）が 吹 く頻度 が高

く、名古屋市 （沿岸地域）を吹走 して くる南西風 の 頻度
が 低い こ とが 分か っ た。こ の 結果 は、多治見市 の 高温 に

は山か ら吹 く西寄 り風が 寄与 して い る こ と、また 沿岸域
か らの 熱 の 輸 送 の 寄 与 は小 さ い こ とを 示 唆 して い る。

・多治見市近傍の 山に よる小規模なフ ェ
ー

ン

　晴天 日に 濃尾平野 で 西寄 りの地上風 が 卓越 した事例

を対象 に、多治見市内の 複数地点 と風上側 に 当た る犬 山

市で 観測 された地上気温 を比較 した。そ の 結果、両地点

の 気温 差 が小 さい こ とが分 か っ た。こ の 結果 は、多治見

市近傍 の 山 を越 え る 気流 が 発生 して い た と して も、こ の

気流 に 伴 うフ ェ
ー

ン の 効果 は 小 さい こ とを示 して い る。
・多治見 市上空の 空気 の 滞留

　1990−2012 年 7−8 月の 晴天 日 と高温 日を対象 に 、濃尾

平野 の 各 地 点 に お け る 弱風日の 発生頻度 を調査 した。そ

の 結果、晴天日、高温 日ともに 、多治見市の 弱風の 発生

頻度 は、盆地地形の 外 に位置す る周 辺 の地点 の頻度比べ

て低 い こ とが分 か っ た。
・多治見の ヒートア イ ラ ン ド （UHI ）

　多治見市内で は 日中 に UHI が 認め られ た。しか しな

が ら、UHI は 多治見市 に 隣接す る愛知県春日井市で も

認め られ、さ ら に 両都市の 中心 部 にお け る気温 差 は小 さ

い こ とが 分 か っ た。こ の 結果 は 、UHI は 多治見 の 高温

発生要因 の
一

つ で あ る もの の、多治見が周辺地点 よ りも

高温 とな る要因 で は な い こ とを 意味 して い る。

・土壌 の 乾燥化 ・多治見 ア メ ダス の 設 置 環境 に つ い て

　（7）と （8）は、紙面の 都合 上、学会 で 報告す る e

4 今後

今 後 は、RECCA 名古 屋 課題 で 改 良 され た WRF モ デ

ル お よび、新 た に開発され た LES モ デ ル を用 い て 、上

記の 要因 を詳細 に 調査す る予定 で あ る。
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図 1： 解析の 概念図．（a ）は鯨 の 尾型気圧配置、（b）は 濃尾平野 を 覆う西寄 りの 地上風 を示す．

一 424一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


